別紙１　予算要求資料・事業評価調書
予算要求資料
平成25年度当初予算　　　支出科目　款：教育費　　項：教育総務費　　目：教育指導費
	事業名: 新居場所と絆づくりによる不登校・いじめ未然防止教育推進事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　　　　学校支援課　生徒指導担当　電話番号：058-272-1111（内3699）

　　　　　　　　　　　　E-mail：c17782@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：2,400千円（前年度予算額：０千円）
	要求内容


	１　要求の内容


不登校といじめの未然防止を進めるには、学校全体で、豊かな心を育てる道徳教育の充実と人間関係づくりを重点とした特別活動の充実が必要です。道徳教育と特別活動の充実を図り、児童生徒一人一人に「居場所」があり、仲間との「絆」がある学校を目指すことによって、児童生徒が、一人一人の持ち味や多様性を尊重しつつ、お互いに力を合わせて問題を解決し、どの子も充実感を味わい、大切にされていることが実感できるようになります。

　児童生徒一人一人にとって居場所と絆がある「集団づくり」を進めることによって、不登校といじめを生まないことを検証し、取組の成果を県内の学校に広げ、不登校といじめの未然防止教育を推進します。

県教育委員会は、市町村教育委員会及び居場所と絆づくり実践推進校（以下、「実践推進校」という。）を指定し、共同して以下の内容に取り組みます。
（１）集団適性アセスメント検査（ハイパーＱＵ）の実施

・全校児童生徒一人一人の学校生活の様子や学級集団の特徴を把握することにより、　自校の未然防止教育の在り方を考えたり、学校の取組内容を評価したりする。

　・上記の検査結果を踏まえて、すべての児童生徒が自分に自信をもって楽しい学校生活を送ることができる教育活動やまわりの友達とよりよい人間関係をつくることができる教育活動等を工夫する。

（２）居場所・絆づくり推進活動の実施

　・特別活動の指導計画や効果的な指導方法等を開発し、達成感や所属感を高める集団の育成を促進する。
　・日常的な道徳教育によって、思いやりの心や生命を尊重する心、規範意識等を育成するなど、心の教育を充実させる。

　・児童生徒の自主的・実践的な活動の活性化をしたり、よりよい生活や人間関係を育む体験活動等を行ったりして、生徒(児童)会活動や学校行事等、様々な体験活動を充実させる。
（３）教員の指導力向上

・外部講師（有識者等）を招いた研修会等を実施する。

・特別活動の先進実践校を視察し、その実践のよさを、自校の実践に取り入れる。

・ソーシャルスキルトレーニング等の実践研修会を実施する。

（４）小・中学校における指導改善を支援するための市町村における指導体制の整備・充実

	２　所要経費


　事業費　2,400千円

	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	2,400
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	2,400

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　児童生徒一人一人の居場所づくりと絆づくりを進める研究指定校において、新規不登校児童生徒数といじめの認知件数を前年度より減少させます。研究指定校の効果的な取組を広めることによって、岐阜県内のすべての小・中学校が、未然防止の観点から不登校やいじめの問題を解消することができるようにします。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	居場所と絆づくり実践推進校
	（H　 ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	４校
（H25）
	％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（平成24年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）



（平成24年度の成果）

	・平成24年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果
　



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)


	家庭教育や地域社会の変化に伴い、学校や地域が直面する児童生徒の生徒指導上の諸問題はますます多様なものとなっている。不登校児童生徒の人数やいじめの認知件数は、依然として高い水準で推移しており、これら児童生徒の将来の社会的自立にとって大きな課題となっており、事業の必要性は高い。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）


	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)


	


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
不登校やいじめの未然防止を進めるには、学校全体で、豊かな心を育てる道徳教育の充実と人間関係づくりを重点とした特別活動の充実が必要です。道徳教育と特別活動の充実を図り、児童生徒一人一人に「居場所」があり、仲間との「絆」がある学校を目指すことによって、児童生徒が、一人一人の持ち味や多様性を尊重しつつ、お互いに力を合わせて問題を解決し、どの子も充実感を味わい、大切にされていることが実感できるようになります。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
研究指定校による、すべての児童生徒にとって居場所と絆のある学校づくりを進め、不登校といじめの未然防止に効果のある取組を県内の小・中学校に広めていきます。


